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2015 年度 日産財団理科教育助成 

ＰＤＣＡサイクルを基盤とした自律型ロボットプログラミング学習の試み 

     ～理科学習で養う問題解決能力との関連性を探る～ 
 北九州市立祝町小学校  

平成 30 年 7 月 26 日(木) 

（１）実践の目的と内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）論理的思考について 
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（３）「学習ツール」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）授業実践について 
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＜理科学習との関連を意識した指導計画＞ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習指導案（一部）＞ 
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（５）児童の変容について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）成果と課題 

 〇 児童の発達段階や理科学習で身に付ける問題解決能力等との関連性を探りながら、本校独自

の総合的な学習の時間のカリキュラムを作成できたこと。 

 〇 児童が単元全体や 1 時間の学習活動の中でＰＤＣＡを繰り返しながら活発に交流し，学び

を深めることで，理科学習をはじめ，他教科でも大きな変容がみられたこと。 

 〇 大学や専門機関との連携を図ることで，活動が充実したこと。 

 〇 研修会や取組を積極的に発信することで，他校でも興味を持って取り入れようという声が聞

かれたこと。 

 ▲ ロボットキットを使用する場合のコスト面 

 ▲ 破損や故障等の不具合への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンテストのコース 
ロボットコンテスト 

児童の自主学習ノート 
ペア・グループ学習の様子 


